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概要

1. DB系の⼈たちが狙う
国際会議（の⼀部）の紹介

2. COLINGの論⽂の紹介



http://www.kamishima.net/soft/ (accessed 2016/12/20)



http://www.kamishima.net/soft/ (accessed 2016/12/20)



http://www.kamishima.net/soft/ (accessed 2016/12/20)



http://www.kamishima.net/soft/ (accessed 2016/12/20)



http://www.kamishima.net/soft/ (accessed 2016/12/20)



•Web系
• Full Paper 採択率：15.8%
(=115/727)
•主なトピック：ソーシャル
ネットワーク，⾏動分析や
パーソナライゼイション，セ
マンティックウェブやビッグ
データ，セキュリティとプラ
イバシーなど

http://www2016.ca

←会場の様⼦

↓Banquet



http://www.kdd.org/kdd2016/

•データマイニング系
• Full Paper 採択率
• 2016：6% (=60/1115)
• 2015：20% (=160/819)

•主なトピック：機械学習，最適化，異常検知，推薦，クラ
スタリング，ソーシャルネットワーク
•全員がポスター発表



•ユビキタスコンピューティング分野
• 2013年からウェアラブルコン
ピューティングのトップ会議である
International Symposium on 
Wearable Computers と併設
• Full Paper/Notes 採択率： 23.7% 
(=114/481)
•主なトピック：センサとパターン認
識，⼈の位置情報や⾏動／ジェス
チャ推定，セキュリティやプライバ
シ，健康管理

http://ubicomp.org/ubicomp2016/



概要

1. DB系の⼈たちが狙う
国際会議（の⼀部）の紹介

2. COLINGの論⽂の紹介



• knowledge baseを有向グラフと
して定式化
• Entity と Relation に対して3種類

の context (Neighbor, Edge, Path) を定義して，その
Embedding を学習
• Attention mechanism を導⼊し

各 context の重みも学習

Terminator 2 の path context attention weights

“English”を予想するとき
”United States”が強く効く

Table 1

全種類の関係

3-step パス



• Serendipitous 情報の発⾒→楽しめるクイズ
• プロトタイプ理論に基づきknowledge base

を活⽤

• 従来の決定論的モデルDM（頻度ベース）
に対し，確率的アプローチPMでプロト
タイプを構築

予期していなかったが関連する

Probase：数百万のカテゴリとそれらの情報
（entities, is-a, properties, typicalitiesなど)

“lifespan”

“neck”



Under-resourced languageに対する政治記事の感情の検出
⼿法: 2段階のバイナリ分類
データセット: 3961個の政治カテゴリ
の⼩記事 (Norwegian online)

ノルウェー語

Subjectivity

Polarization



• ギャングによる暴⼒を未然に検出，抑制
• 若くて⼒のある⼥性ギャングメンバーと彼⼥の

コミュニケータからツイートを収集
• POS-tagger のドメイン適合
• 3 class classification
• loss : 友⼈や家族を失った悲しみ
• aggression : 脅し，報復
• others : 他



I2b2 NLP (医療テキストコンペティション) Organizers

脱=特定
（匿名化）

電⼦カルテ⽂章

2006年のShared task 課題（当時はCRFやSVM↓）
をdeepで再実験

典型的な単なるdeep でやっただけの研究かもしれない．
すでに精度は99.2%で⼈間の精度98%を超えている．この後，何が起こるのだろうか？
タスク消滅？ 限りなく100%へ？ みまもりたい

NTCIR13 organizerとして気になった研究

←素朴な素性
←電⼦カルテ⽤に
デザインした素性

（⾔われているとおり）
素性のデザインの必要性
も僅少

(ClinicalNLP WSの論⽂)



http://mednlp.jp/medweb/NTCIR-13/

募集中



インフルエンザサーベイランス（現状把握）

http://mednlp.jp/influ_map/

我々が発表した研究



• 実際の流行の前に前兆となる単語がある
– 例：「予防」「熱」など

• 現在の単語で現在を予測 （これまで）
• 過去の単語で現在を予測 （本研究）
• 現在の単語で未来を予測 （本研究）

timeline

実際の流⾏単語出現ヒートマップ

７⽇未来を予測 １４⽇未来 ２１⽇未来

サーベイランス (now-cast) から予測 (fore-cast) へ


